
様　式　イ

平 成 18 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）

17年度対象設備を一部変更し、以下のとおり融資あっせんを
実施した。
・対象設備変更点
事業者向け融資対象設備のうち「古年式ディーゼル車の新式
への買い替え」を対象から外し、市民向け新エネ設備に太陽
熱利用設備を融資対象に加える。

・受付期間
　４月12日～７月31日・９月12日～12月28日

・パンフレット送付先
北洋銀行、北海道銀行、各区役所等合計1000部配布

また、受付開始にあたり、新聞社やウェブシティさっぽろ等から
の多数の問い合わせがあった。

・融資あっせん実績
市民向け～９件（低公害車１件、新エネルギー設備８件）
事業者向け～２件（低公害車２件）
※参考　融資額ベース　21,866千円
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評    価　（成果）

課    題

新たな制度となってからの3年間で３１件の融資のあっせんをし
た。
１６年度　融資実績６件　（融資額10,700千円/融資枠68,466
千円＝枠に対する執行率15.6％）
１７年度　融資実績１４件　（融資額64,600千円/融資枠
103,000千円＝枠に対する執行率62.7％）
１８年度　融資実績は１１件で、融資枠に対する融資額の割合
は約21.9％であった。（融資額21,866千円/融資枠100,000千
円＝枠に対する執行率約21.9％）

当制度は金利負担ゼロで太陽光発電設備や低公害車の導入
ができるものである。利用者増には市民・事業者へのPR強化
が不可欠である。
平成17年度
制度創設から二年目となり利用実績が向上したが、今後もより
一層の周知に努めたい。
平成18年度
前年度に比べ融資あっせん件数は減少した。その主な原因は
市民の認知不足であるため、今後より一層のPRを行う必要が
ある。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
札幌市環境保全資金融資要綱に基づき以下のとおり融資を
あっせんした。
受付期間　９月15日～10月14日・11月15日～12月28日
事業者向け～１件（低公害車）
市民向け～５件（新エネルギー設備３件・低公害車２件）
決算額　　　５，１８９千円（現年度預託金３，１０７千円、過年度
預託金２，００８千円、利子補助金７４千円）
※参考　融資額ベース１０，７００千円

１６年度対象設備に加え地中熱ヒートポンプ（事業者・市民）及
び天然ガスコージェネレーション（市民）を融資対象とし、以下
のとおり融資あっせんを行った。
受付期間　　４月11日～７月29日・９月12日～12月28日
事業者向け～９件（低公害車８件・公害防止設備１件）
市民向け～５件（低公害車１件・新エネルギー設備４件）
　　※参考　融資額ベース　64,600千円

事

業

内

容

毎年度、同内容である。
＜年 度 別 の 事 業 内 容＞地球温暖化はじめ今日的な環境問題に対応可能な融資制度を実施

する。制度の実施に当たっては利用者の利便性、制度の実効性等考
慮し金融機関に補助した上で利用者の金利負担をゼロとする。
（融資対象）
市民～新エネルギー利用設備、浄化槽設備、低公害車
中小事業者～公害防止施設の設置等、工場用地等の取得等、新エネ
ルギー利用設備、省エネルギー設備、特定フロン等の回収設備、化学
物質排出抑制設備、土壌地下水の汚染防止設備、地下水節水等設
備、低公害車

札幌市環境保全資金融資事業

環境局環境事業部計画課　村崎、山田　211-2912

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定
これまでの大気汚染などの公害に加え、深刻化するCO2等による地球温暖化等の地球環境問題へ効果的な対応が求められる。そ

のためにはこのような設備の普及が不可欠であり、経済支援により設備普及を促進する当事業は施策の推進に貢献するものであ
る。
制度創設3年間を顧みると市民・事業者等への当事業の認知不足が考えられるため、市民等へのPR方法等の検討が必要である。
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環境保全資金貸付金 臨時 枠外

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

「16年度」予算化が不透明な状況であったため、制度制定が年度途中となり16年度は実質二ヶ月半の受付期間であった。また、こう
したことからＰＲ期間も十分ではなかった。
「17年度」制度二年目ということで融資あっせん件数も14件と増加した（預託件数は9件）が、未だ周知が行き届いていないと考える。
「18年度」制度三年目になったが、昨年度に比べ融資あっせん件数が11件と減少した。本制度の周知に力を入れる必要があると思
われる。
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事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 札幌市環境保全資金融資事業施策体系ｺｰﾄﾞ

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書
（単位：千円）


